
Ｈ30年度　緊急事態特定一覧表

事業№ 事務事業名 課題認識 環境側面

部名 課名 30年度取組

4 庁舎管理事務 光熱水費、維持管理費用等の軽減を図るための検討が必要である。 一般事務 ○ － × × － × －
総務部 総務文書課 庁舎管理 ○ × ×× × － ×× － ○
対象: 市役所本庁舎、りんご庁舎 庁舎管理 ○ × × × － × －

庁舎管理 ○ ×× － － × × ×
廃棄物置場管理 ○ ○ － － － － ○
駐車場管理 ○ ○ － ○ － ○ －
一般事務 ○ － × × － × －
自動車関係廃棄物の発生 ○ × × － － × －
燃料の消費 ○ ×× － ×× － ×× － ○
エコカー購入 ○ ○ － ○ － ○ －
洗車場の排水 ○ × × － － × －
軽微な修繕 ○ × × － － － －
車両の廃棄 ○ － × × － － －
車両からのフロンガスの漏えい ○ × － ○ － － －

66 ふれあいの郷管理運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
エネルギーの消費 ○ × － × － × －
車両火災、燃料流出 ○ × × － － － ×

対象: 市民 消防設備の管理（火災発生） ○ × － － － － ×
火災発生 ○ × × － － － ×

一般事務 ○ － × × － × －
エネルギーの消費 ○ × － × － × －

対象: 市民 消防設備の管理（火災発生） ○ × － － － － ×
車両火災、燃料流出 ○ × × － － － ×
火災発生 ○ × × － － － ×

77 飯田市障害者生活ケアセンター管理運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
エネルギーの消費 ○ × － × － × －

対象: 障害者生活ケアセンター利用者
消防設備の管理（火災発生） ○ × － － － － ×
車両火災、燃料流出 ○ × × － － － ×
火災発生 ○ × × － － － ×

経年に伴い、今後、施設の改修が必要になります。 一般事務 ○ － × × － × －
エネルギィーの消費 ○ × － × － × －

対象: 南信濃障害者等活動支援センター利用者 消防設備の管理（火災発生） ○ × － － － － ×
車両火災、燃料流出 ○ × × － － － ×
火災発生 ○ × × － － － ×

130 福祉企業センター管理運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
エネルギーの消費 ○ × － × － × －

消防設備の管理（火災発生） ○ × － － － － ×
車両火災、燃料流出 ○ × × － － － ×
火災発生 ○ × × － － － ×
車両の廃棄 ○ － × × － － －

一般事務 ○ － × × － × －
特定家電製品の廃棄 ○ － × × － － ×
灯油の流出 ○ × × － × × ×
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価
1

評
価
2

公用車の適正な整備点検の実施と、経年劣化により老朽化した車両の更新を行います。

総務部 総務文書課
公用車の適正な整備点検の実施と、経年劣化により老朽化した車両（ハイブリッド車、ワゴン車、軽貨物車2台）の更新を行
いました。対象:

評
価
4

評
価
3

庁用車及び総務文書課共有管理車両

意図: 良好な状態を維持します。

福祉会館及びふれあいの郷公園の管理を、飯田市社会福祉協議会に指定管理者制度による指定管理を行いました。
　飯田市福祉会館（さんとぴあ飯田）については、施設の貸出、消防設備点検、空調管理、清掃業務を、ふれあいの郷公園
については、駐車場設備保守点検、樹木管理を行いました。意図: 社会福祉に関する活動の場の提供による市民

福祉の増進

4

9 車両管理事務

34

経年により改修が必要な部分が増加しており、年次計画に基づく計画的な改修が必要です。
健康福
祉部

福祉課

68 南信濃福祉研修センター管理運営事業 貸し会議室や研修の拠点としての利用が少なくなっており、利用実績を見ながら、引き続き施設の在り方について検討して
いきます。

健康福
祉部

福祉課

意図: 社会福祉に関する活動の場の提供による市民
福祉の増進

南信濃福祉研修センターの管理を、飯田市社会福祉協議会に指定管理者制度による指定管理を行いました。福祉の里とし
て一体的な活用を図っています。

燃料貯蔵設備の管理（燃料流
出）

○ × －

×

－ × × ×

・飯田市障害者生活ケアセンターの管理運営を、社会福祉法人悠水会に指定管理者制度による指定管理を行っています。
・効果的な運営体制について、指定管理者と協議を行う中、重度の障がいを持たれた方の日中活動の場を確保し、また運営
の安定を図るために、平成31年4月より共生型サービスに変更し、中部デイサービスセンターと一体型のサービス提供が行
われることとなります。
・利用する障がい者の利便性と指定管理者の介護負担の軽減を図り、事業用備品の更新を実施しました。

意図: 障害者総合支援法による生活介護の提供と介
護者の負担の軽減

44

障害者生活ケアセンターで行う生活介護は、利用料金制による指定管理を行っています。関係機関と連携し、稼働率の向上
を図る必要があります。健康福

祉部
福祉課

36

× －
45

78 飯田市南信濃障害者等活動支援センター管
理運営事業 ・飯田市南信濃障害者等活動支援センターつくしんぼの管理運営を、社会福祉法人飯田市社会福祉協議会に指定管理者

制度による指定管理を行っています。
・遠山地域で暮らす障がい者の自立と社会参加の場として、貴重な社会資源のひとつとなっています。

健康福
祉部

福祉課
－ × × ×

意図: 創作活動又は生産活動の機会の提供と障が
い者等の自立と社会参加の促進

燃料貯蔵設備の管理（燃料流
出）

○

48

安定した受託収入を得られるように、受託取引業者の確保が必要です。
施設の老朽化により、安全性・利便性の点から、計画的な改修整備が必要です。
公共施設マネジメント基本方針基づき、利用状況や福祉支援制度の動向を踏まえた施設のあり方の検討が必要となってい
ます。

健康福
祉部

福祉課
燃料貯蔵設備の管理（燃料流
出）

○ × － － × × ×
対象: 授産施設利用者

　安定した受託収入を得られるように、受託取引業者の確保を行い、他機関等と連携し利用者の確保に努めました。
　老朽化した施設の整備を実施しました。
　上村福祉企業センターの各分場について、今後の方向を検討しました。

意図: 自立の助長と安心した生活の営み

業務用エアコン使用によるフロ
ン流出

○ × －－ － － －

55

108 北方寮管理運営事業 社会的ニーズの変化に対応するため、北方寮を平成29年３月末から2年間休止します。その後状況を見る中で施設を廃止し
ます。廃止後の施設の後利用については、公的活用の求めに応じて5年間の予定で貸付け、その後施設を解体します。
解体後の敷地については、地元との協議のうえ、調整し売却します。
総合的な母子保護と自立支援を行うために、見守りや同行支援等を可能とする環境整備を進めます。

対象: 母子（配偶者のない女子又はこれに準ずる事
情にある女子、その者の監護すべき児童）

　平成29年４月から休止していた母子生活支援施設を平成30年度末で廃止し、施設については、公の求めに応じて５年間の
予定で貸し出しが出来るよう手続きを進めました。
　北方寮にあった備品、物品を適切に移管・処分を行いました。
　休止期間中の施設、敷地の維持管理を行いました。

健康福
祉部

子育て支援課

意図: 安心して生活し、自立できる

市役所及びりんご庁舎を維持管理するための光熱水費や通信運搬費、事務機器等の借上料などの支出事務や、施設や設
備の保守点検業務などを行いました。

本庁舎、りんご庁舎の適正な管理意図:

×××－－○
燃料貯蔵設備の管理（燃料流
出）
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車両廃棄 ○ － × － － × －
電気製品の廃棄 ○ － × － － × －
業務用冷凍機器の廃棄 ○ － × － － × ×
建物火災 ○ × × － － － ×
地震による建物倒壊 ○ － × － － － ×

車両廃棄 ○ － × － － × －
電気製品の廃棄 ○ － × － － × －
業務用冷凍機器の廃棄 ○ － × － － × ×
建物火災 ○ × × － － － －
地震による建物倒壊 ○ － × － － － ×

車両廃棄 ○ － × － － × －
電気製品の廃棄 ○ － × － － × －
業務用冷凍機器の廃棄 ○ － × － － × ×
建物火災 ○ × × － － － ×
地震による建物倒壊 ○ － × － － － ×

100 介護予防拠点管理事業費【新規】 エネルギーの消費（電気） ○ － － × － × －

電気製品の廃棄 ○ － × － － × －
業務用冷凍機器の廃棄 ○ － × － － × －
建物火災 ○ × × － － － ×
地震による建物倒壊 ○ － × － － － ×

134 上村診療所運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
エネルギーの消費 ○ × － × － × －

消防設備の管理 ○ ○ － － － － ○
車両燃料流出 ○ × × － － － ×
車両の廃棄 ○ － × － － × －

感染性廃棄物の保管・管理 ○ － × － － － ×
141 一般健康相談事業 一般事務 ○ － × × － × －

車両燃料流出 ○ × × － － － ×
車両の廃棄 ○ － × － － × －

対象: 一般市民

－ －

老人福祉一般事務 業務用空調機器の適正管理と
点検

○

○

健康福
祉部

長寿支援課 産業廃棄物の発生、保管及び
処理

○

73

79 老人福祉推進事務 老朽化が進んだ施設の維持管理方法が課題です。 エネルギーの消費（電気、ガス、
灯油）

対象:

×

× －

×

× －

－

× － － ×

－ ×

意図: 施設管理、高齢者福祉事務が円滑に処理され
る

・施設整備改修工事を行いました。
　ハートヒル川路静養棟改修
　上郷デイサービスセンター洗面所改修
・老人福祉施設等（山本老人福祉センター、南信濃老人福祉センター、麻績の里交流センター、上郷地域休養施設、鼎稲井
農業集落高齢者交流施設、上村ふれあいセンター）の維持管理運営を行いました。

－ － －

79

85 上村デイサービスセンター運営事業 利用者の倍増による基準の確認や、職員の負担増によるサービス提供が低下することのないよう支援します。 エネルギーの消費（電気、ガス、
灯油）

○

対象: 上村・南信濃地区の要介護・要支援認定者で
通所介護サービスを必要とする者

業務用空調機器の適正管理と
点検

○

－ － × －

健康福
祉部

長寿支援課 産業廃棄物の発生、保管及び
処理

○ × ×

× －

－ － － －

× － －×

業務用空調機器の適正管理と
点検

○

－ ×

意図: 利用者に通所介護サービスを提供し、要介護
状態の改善、維持、悪化を防ぐ

・通所介護サービス事業を行い、利用者の心身の機能維持を図ります。
・指定管理者である特定非営利活動法人わだの家が上村デイサービスセンターの管理運営を行いました。

× －

91

99 介護予防拠点施設管理事務 設備の経年劣化し、修繕等費用が増加します。 エネルギーの消費（電気、ガス、
灯油）

○

対象: 松ぼっくり、かさまつのさと

×

－ －

×

× －

健康福
祉部

長寿支援課 産業廃棄物の発生、保管及び
処理

○

－

× － － ×

－ ×

意図: 適切に運営されることで、介護の必要のない
市民を増やし、市民が安心して生き生き暮らせ
る。

・介護予防拠点施設の管理運営を行いました。

－ － －

92

介護予防拠点施設について指定管理することにより効率的な管理運営を行います。
健康福
祉部

長寿支援課 産業廃棄物の発生、保管及び
処理

○

意図: 施設の管理運営 ・飯田荘に併設した介護予防拠点施設「おまめでサロン」について指定管理により社会福祉法人飯田市社会福祉協議会が
管理を行いました。
・おまめでサロンで認知症予防のための運動講座等を行いました。

× × － － × ×

対象: 介護予防拠点施設 業務用空調機器の適正管理と
点検

○ － － － － － ×

114

上村には医療機関がなく、また、南信濃地区には医療機関があるものの受診するためには長時間の移動が必要な地域が
多いため、より安心して暮らすためには一つでも多くの身近な医療機関が必要です。健康福

祉部
保健課

燃料貯蔵設備の管理（燃料流
出）

○ × － － × × ×
対象: 上村地区及び南信濃地区住民

意図: 上村、南信濃地域の住民が安心して暮らせる
よう一次医療機関を確保

診療所の運営に必要な医師及び看護師を確保して飯田市立上
村診療所を運営しました。

業務用エアコン使用によるフロ
ン流出

○ －－ － － － ×

・健康、福祉、介護、子育てを総合的にマネジメントしていくための地域健康ケア計画を策定し、推進しました。
・健康増進や疾病予防のために個人の生活に合わせた相談を行いました。また、こころの健康に関する相談窓口を開設しま
した。
・「結の心でつながる飯田市自殺対策推進計画」を策定しました。
・生活習慣病が重症化しやすいと予測される特定健診未受診者（生活習慣病の治療のない人、血液検査を受けていない人）
に対し、保健師が家庭訪問等で健康状態の把握や相談、受診勧奨を行いました。

意図: ①計画の適切な評価と検証、取組の見直しを
行うことで、市民の健康づくりを進めます。②気
軽に心や体の健康について相談ができ、健康
を維持することができるよう支援します。

健康福
祉部

保健課

121

・現状と将来予測の両面を踏まえて、より優先度の高い取組、より効果の上がる取組を進めます。
・自殺予防対策に関わる関係者や関係機関との連携を図り、人材育成を積極的に行います。
・健康づくり家庭訪問のまとめから、働き盛り世代からの健康づくりの大切さを市民に伝えます。
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一般事務 ○ － × × － × －
建設発生土 ○ ×
建設廃棄物 ○ × ×
軽油・ガソリンの使用 ○ × × ×
騒音・振動・排気ガスの発生 ○ ×

水道管等の破損・離脱 ○ ××
建設機械からの油類流出 ○ × ×
一般事務 ○ － × × － × －
建設発生土 ○ ×
建設廃棄物 ○ × ×
軽油・ガソリンの使用 ○ × × ×
騒音・振動・排気ガスの発生 ○ ×

水道管等の破損・離脱 ○ ××
建設機械からの油類流出 ○ × ×

383 簡易水道事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設発生土 ○ ×
建設廃棄物 ○ × ×

対象: 簡易水道事業 軽油・ガソリンの使用 ○ × × ×
騒音・振動・排気ガスの発生 ○ ×

水道管等の破損・離脱 ○ ××
建設機械からの油類流出 ○ × ×

384 妙琴浄水場更新整備事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設発生土 ○ ×
建設廃棄物 ○ × ×

対象: 妙琴浄水場 軽油・ガソリンの使用 ○ × × ×
騒音・振動・排気ガスの発生 ○ ×

水道管等の破損・離脱 ○ ××
建設機械からの油類流出 ○ × ×
一般事務 ○ － × × － × －
適正な維持管理 ○ ○ － ○ ○ ○ ○
汚水の流出 ○ ×× － － × － ×
下水道整備工事の実施 ○ ×× × × － × －

適正な設計確認及び完了検査 ○ ○ － － ○ × ○

水洗化の促進 ○ ○ － － ○ － － ○
389 下水道ストックマネジメント事業 一般事務 ○ － × × － × －

工事の実施 ○ ×× × × － × －

汚水の流出 ○ ×× － － × － ×

390 下水道長寿命化及び地震対策事業 一般事務 ○ － × × － × －

対象: 下水処理施設、管路施設

汚水の流出 ○ ×× － － × － ×

175

381 上水道事業 水道事業は、全般的に専門技術、知識が必要とされる。
職員の退職・人事異動により十分な指示ができなくなる恐れがあるため、後継のできる技術者を途切れることなく確保してい
く必要がある。上下水

道局
水道課

対象: 上水道事業

○
意図: 飯田市の上水道利用者が安心して水道水を

利用できるよう、水道施設の整備をすすめ、適
切に施設の維持・管理を行う。

  豪雨時等に水源の濁度が著しく上昇し、一時的に水道水を作れないことがあります。このような状況をできるだけ回避し、
安定した水道水が供給できるように取り組みました。

環境に配慮した設計積算、施工
監督

○ ○○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○

176

382 鉛製給水管布設替事業 計画的に事業を実施すると共に、他事業との連携により、効率的な事業実施を行い鉛製給水管の解消を図ります。

配水本管から量水器までにある鉛製給水管を、計画的に布設替し、安全安心な水道水の提供を行います。
1.鉛製給水管布設替工事を単独で発注し布設替を実施しました。
2.老朽配水本管の布設替に伴う鉛製給水管の布設替を実施しました。
3.公道分漏水修理工事・宅内改造工事に伴う鉛製給水管の布設替を実施しました。
4.不明管の調査を実施し、鉛管の有無を確認しました。

上下水
道局

水道課

対象: 上水道区域内の鉛製給水管
○ ○

意図: 鉛製給水管を布設替することにより、安全安心
な水道水の供給を行う

環境に配慮した設計積算、施工
監督

○

177

水道事業は、全般的に専門技術、知識が必要とされる。
職員の退職・人事異動により十分な指示ができなくなる恐れがあるため、後継のできる技術者を途切れることなく確保してい
く必要がある。

上下水
道局

水道課

南信濃の遠山川右岸側居住区エリアの、押出地区と夜川瀬地区を連絡管で繋ぐことにより、遠山川に架かる2本の水管橋の
1本に支障がおきても、断水することなく、安定的な水道水を提供することが可能になりました。意図: 飯田市の簡易水道利用者が安心して水道水

を利用できるよう、水道施設の整備をすすめ、
適切に施設の維持・管理を行う。

環境に配慮した設計積算、施工
監督

○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

178

現施設の運転を停止することなく、水道水の供給をしながらの更新であり、機器及び配管の切替方法を充分に検討し、実施
における綿密な施行計画と迅速な実施が必要。上下水

道局
水道課

妙琴浄水場更新事業は、第一期工事として平成３２年度竣工を目標に浄水池と管理棟の合棟による建設を進めました。

意図: 妙琴浄水場の更新整備を行い、水道水の安定
供給をし生活・事業基盤の向上を図る 環境に配慮した設計積算、施工

監督
○ ○○○ ○ ○ ○ ○

○ ○

上下水
道局

下水道課

対象: 集合処理区域内（公共2処理区、特環2処理
区、農集排9処理区、小規模2処理区）の住宅・
事業所等の排水

○ － ○ － ○

意図: 公衆衛生の向上と公共用水域の水質を保全
する

除外施設等の適正な管理の指
導

○ ○ － － ○ －

182

平成27年度の下水道法改正により、下水道施設全体を対象としたストックマネジメント計画の策定が必要となりました。この
事業は、維持・修繕及び改築に関する劣化状況の調査や、施設情報のデータベース化、施設不具合による被害規模、リスク
評価等を行い、施設ごとの管理、整備目標を設定し、修繕・改築、施設整備を実施するものです。

上下水
道局

下水浄化センター・下水道課
環境に配慮した設計及び現場
管理

○

180

387 下水道施設維持管理事業 平成25年度に下水道整備事業は終了したが、老朽化に伴う更新・改修・維持管理コストの増加が避けられない状況となって
います。
少子高齢化社会の進展や人口減少社会を迎える中で世帯数は増加しており、引き続き関係法令の規定に適合する排水設
備の設置等適正な管理指導を行います。

○
対象: 下水道施設全体（管路、処理場、マンホールポ

ンプ場） 下水道施設の施設情報の収集・整理、リスクの評価等を行い、施設維持管理の目標設定、点検・調査計画の検討までを実
施しました。意図: ストックマネジメント計画（点検・調査等に基づ

く維持管理計画）を策定し、下水道施設の持続
的な機能確保及びライフサイクルコストの低減
を図る。

○ ○ － ○ －○ ○

×× × － ×

183

下水処理、管路施設は老朽化により機能低下が見られるため、改築・更新工事を主体とした整備が課題であり、第１次飯田
市下水道事業経営計画と整合させながら、補助事業を取り入れ、施設の長寿命化に取り組むことが必要です。上下水

道局
下水浄化センター・下水道課 長寿命化（地震）対策工事の実

施

○

×

意図:

－

飯田市公共下水道長寿命化計画、農業集落排水処理施設機能強化事業、下水道総合地震対策計画による長寿命化、耐
震化を計画的に実施し、下水処理施設、管路施設の延命化を図りました。

※松尾浄化管理センター№２脱水機・ゲート設備長寿命化及び知久平処理場機能強化はH29-H30年度２か年の債務負担で
実施しました。

環境に配慮した設計及び現場
管理

○ ○ － ○○ ○
・公衆衛生の向上と公共用水域の水質を保全
する　・下水道本管事故の未然防止及びライフ
サイクルコストの最小化を図る　・処理施設の
長寿命化を図り、処理能力を確保する

－

・第1次飯田市下水道事業経営計画に基づき、下水道管路施設を適正に維持管理しました。
・排水設備工事における確認・開始・完了等各種申請に対し関係法令に即した指導・確認・検査を行いました。
・リニア関連等大型事業に伴う下水道本管・布設替、新設等に対し関係機関と連携し経済的・効率的な計画をしました。

環境に配慮した設計及び現場
管理

○

○
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常
時

非
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急

評
価
1

評
価
2

評
価
4

評
価
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一般事務 ○ － × × － × －
環境整備作業 ○ － × － － － ○
桐林専用排水管による排水 ○ × － － － － －
調整池の決壊 ○ ×× × － － － ×

185 土地改良事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設部 土木課 公共工事の実施 ○ × × × × × ×
対象: 農業従事者、農村居住者 環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事現場での事故発生 ○ × × × × × ×
工事現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般事務 ○ － × × － × －
環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現場での事故発生 ○ × × × × × ×
現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
施設の老朽化 ○ × × × － － ×
補修工事の実施 ○ ○ ○ ○ × － ○

意図: 道路、河川、水路の維持管理 融雪剤の使用 ○ × × × × － ×
241 防災・安全対策事業 一般事務 ○ － × × － × －

建設部 土木課 公共工事の実施 ○ × × × × × ×
対象: 市道、河川、排水路 環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事現場での事故発生 ○ × × × × × ×
工事現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般事務 ○ － × × － × －
公共工事の実施 ○ × × × × × ×
環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事現場での事故発生 ○ × × × × × ×
工事現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

252 公園整備事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設部 土木課 公共工事の実施 ○ × × × × × ×
対象: 市民、公園 環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事現場での事故発生 ○ × × × × × ×
工事現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

253 公園維持管理事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設部 土木課 電気・水の消費 ○ × － × － × ○
対象: 市民、公園 地域活動 ○ ○ － － ○ － ○

施設の破損 ○ × × × × × ×

254 飯田子どもの森管理運営事業 一般事務 ○ × × × × － －
建設部 土木課 動物の飼育 ○ × × － ○ － ○
対象: 市民、公園 自然環境教育 ○ － － － － － －

電気・水の消費 ○ × － × － × ○
建物の火災・倒壊・停電 ○ × × － － － ×
汚物の流出・石油類の流出 ○ × － － × × ×
展示動物の保護 ○ － － － ○ － －
感染症の発生 ○ × － － × － ×

255 飯田動物園管理運営事業 一般事務 ○ × × × × － －
建設部 土木課 動物の飼育 ○ × × － ○ － ○
対象: 市民・来園者 体験教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気・水の消費 ○ × － × － × ○
建物の火災・倒壊・停電 ○ × × － － － ×
汚物等の流出・石油類の流出 ○ × － － × × ×
展示動物の保護 ○ － － － ○ － －
感染症の発生 ○ × － － × － ×

産業経
済部

工業課

　産業団地の維持・管理内容が経年とともに年々増加傾向にあり、立地企業で組織する各産業団地連絡会の作業も実施し
ているが、危険個所や特殊作業を要する箇所が広範囲である他、産業用地として管理を行う箇所も増加しています。このた
め、企業との共同作業及び管理業務委託を実施する事で、効率化を図り景観美化及び安全性の確保に向けて維持管理を
定期的に行う事が必要です。

高度成長期に整備した農業用施設の老朽化が進み、農作業に支障をきたすとともに、農住混在化が進んだことにより防災
面での住民要望も多くなっています。
施設の改修及び補修により社会基盤の強化と農地の持続的な活用につなげ、国土保全のための役割を果たしていきます。

意図: 農作業の効率化と農地を保全する、農業施設
の改修及び補修 地域から多く要望が寄せられている、老朽化が進んだ農道・用排水施設の補修や更新整備を緊急性及び優先順位を考慮し

進めました。

意図: 適正に維持管理

　飯田市で整備した産業団地４カ所（番入寺インダストリア
ルパーク、一本平産業団地、桐林環境産業公園、経塚原産業
団地）及び工業課で所管している城山産業用地等の維持管理を行いました。また、調整池の機能維持のため、一本平産業
団地調整池浚渫工事を実施しました。

243

227 産業団地管理事業

267

240 社会基盤維持管理事業

建設部

266

対象: 市で整備した産業団地等

土木課

対象: 飯田市が管理する道路、河川、水路 老朽化などにより傷んだ道路・橋梁・河川・排水路をパトロール等により早期に発見し補修すると共に、付属施設の維持管理
を計画的に行っていく事で効率的、経済的に社会基盤の強化を図ります。
また、沿道の支障木等の管理、冬期の除融雪などを適切に実施する事で安全な交通の確保を図ります。

268

災害時に市道は、緊急輸送路や避難路として利用されますが、未整備区間が多く存在し、計画的な整備が必要です。橋りょ
うなどの道路構造物についても、定期点検を進め、計画的に長寿命化を図るとともに、耐震整備も必要です。
道路や河川の危険箇所についても、点検を行い、危険度の高い箇所から順次整備が必要です。また、近年増加している集
中豪雨などによる被害に対しても、順次改修要望に対応していく必要があります。意図: 道路、河川、排水路の整備により社会基盤を

強化する 防災・安全対策が必要な道路整備、通学路安全点検に基づく危険箇所の整備を進めます。
道路施設の定期点検を進めるとともに、橋りょうの長寿命化及び耐震整備を進めます。
道路、河川の危険箇所の整備や排水路の整備を進めます。

高度成長期に整備された多くの道路・河川・水路等の施設構造物において、老朽化による経年劣化及び損傷箇所が年々増
加しています。緊急性の高い箇所から修繕・補修を行っていますが、すべての対応ができていないため施設の劣化及び損傷
が進行しています。
また、舗装補修についても、舗装の供用性能を一定水準に保つためには、ある程度まとまった規模の補修が必要です。

土木課

対象: 幹線及び一般市道 拡幅等の整備が必要な路線は、地元との調整を図りながら路線の優先順位付けを行い、集中的に事業を執行することで早
期に効果が発現できるよう、計画的な道路整備を進めます。また、リニア時代に向けて、リニア中央新幹線や三遠南信自動
車道の整備効果を広く市内で享受するため、計画的な整備を進め安全で効率的な道路ネットワークの構築を目指します。意図: 幹線及び一般市道の整備により、社会基盤を

強化

270

飯田市の公園は開設年度が古い公園が多く、施設の老朽化が進んでいます。そのため、施設の更新・修繕が必要な箇所が
増えていますが、対応が追いつかない状況です。定期点検や日常点検を実施し、施設の異常箇所の早期発見、迅速な修繕
の対応が必要です。
また、多くの公園が災害時の避難地として指定されており、安全に避難できる様、施設の更新・修繕が必要です。意図: 誰もが安全・安心で快適に利用できる公園と

するための施設改修及び修繕。中心市街地の
活性化と賑わい創出につながる公園の再整備
と施設の改修。

　都市公園長寿命化計画に基づき今宮公園他４公園の遊具の更新を実施しました。また、老朽化に伴う公園施設、９箇所の
改修工事を実施しました。
　災害時の避難場所となっている中央公園（中央広場）の耐震工事を実施しました。

269

242 道路ネットワーク整備事業 飯田市の道路ネットワークは、国県道を骨格として、それらを結ぶ市道で構成され、特に市道は市民生活に密着した生活道
路として利用されていますが、幅員の狭い箇所や線形や勾配の危険な箇所が存在し、通行車両や歩行者の安全確保につ
いて多くの改良要望が寄せられています。また、リニア時代に向けて、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の整備効果を
広く市内で享受するため、計画的な整備を行うことにより、安全で効率的な道路ネットワークを構築します。建設部

271

樹木の高木化に伴い、剪定、病害虫駆除、落ち葉清掃等の維持管理が大変になってきています。地元愛護会と連携して維
持管理を行っていますが、高齢化に伴い愛護会の活動も縮小してきている現状があり、今後、公園内の樹木のあり方につい
て検討していく必要があります。

意図: 公園利用者が安全・安心して利用できる環境
整備

　都市公園、その他公園における樹木の整枝・剪定・病害虫駆除を実施しました。また遊具、トイレ等の公園施設の修繕・補
修工事を23箇所実施し、利用者が快適で安全に利用いただける状態を維持します。

272

体験活動事業の充実により、入園者数は増加していますが、木材を使用した施設が多いことから老朽化の進行が進んでい
ます。公園利用者が安全・安心して施設を利用できるよう、計画的な改修・修繕を図っていく必要があります。

意図: 様々な体験活動の場を児童に提供し、健やか
な成長に資するとともに、安全・安心して公園
を利用できるための管理運営。

　遊具の点検、園地の清掃、草刈り、除草、植栽の整備を行いました。また、指定管理者及び各種関係団体主催のイベント
を実施しました。
　経年劣化による遊具等の施設の補修工事を実施しました。

273

老朽化している施設が目立ち、来場者の観覧に支障を来しています。各種イベントを中心市街地の活性化に寄与できるよ
う、地元商店街等との連携を密にし、また、りんご並木や中央公園への回遊性を高めるようＰＲしていきます。

意図: 動物園を憩いの場として、安全・安心して利用
してもらい、入園者の増加を中心市街地の活
性化につなげ、賑わいを回復する。

　施設の点検、清掃を実施し、入園者が快適で安全に観覧できるよう環境整備を行いました。
　動物の生態や習性などの教育普及事業として、ナイトズー、動物ガイド等のイベントを実施しました。
　動物園の各種情報をわかりやすくするために、園内・外のサイン工事を実施しました。
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348 災害復旧事業 一般事務 ○ － × × － × －
建設部 土木課 公共工事の実施 ○ × × × × × ×

環境配慮設計の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境配慮工事の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事現場での事故発生 ○ × × × × × ×
工事現場での事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般事務 ○ － × × － × －
施設管理 ○ × × － － － －
地域食材による食事の提供 ○ ○ × ○ ○ － －
廃棄物（感染性含む）の廃棄 ○ × × × × － －
太陽光による発電 ○ － － ○ － ○ －
緑化の推進 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○
フロンの漏えい ○ × － × － － － ○

一般事務 ○ － × × － × －
防災無線管理 ○ × － － － － ○
防災施設維持管理 ○ × × － － － ○

373 飯田市営駐車場事業 一般事務 ○ － × × － × －
電気の消費 ○ × － × － × －
火災・倒壊・停電 ○ × × － － － －
石柚類の流出 ○ × － × － × －

306 公民館維持管理事業 電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － × － － －
ガスの消費 ○ × － × － × －

対象: 公民館施設及びその利用者 灯油の消費 ○ × － × － × － ○
おひさま発電所の設置 ○ ○ － ○ ○ － －
灯油保管施設の維持管理 ○ × － － － × －
地震火災等の発生 ○ × × － － － －

307 南信濃学習交流センター維持管理事業 一般事務 ○ － × × － × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － × － － －

対象: 施設設備及びその利用者 ガスの消費 ○ × － × － × －
灯油の消費 ○ × － × － × －
灯油保管施設の維持管理 ○ × － － － × －
地震火災等の発生 ○ × × － － － －

321 勤労青少年ホーム運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － × － － －

対象: 勤労青少年ホーム利用対象者 ガスの消費 ○ × － × － × －
灯油の消費 ○ × － × － × － ○
おひさま発電所の設置 ○ ○ － ○ ○ － －
灯油保管施設の維持管理 ○ × － － － × －
地震火災等の発生 ○ × × － － － －

333 文化会館等管理運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
施設管理事務 ○ × － ×× － × － ○
グリーンカーテンの設置 ○ － － ○ － ○ －

対象: 市民 施設整備・保守点検 ○ × × × － × －
地震等による火災の発生 ○ × － － － － ×

274

多くの道路、河川、水路、公園、農業施設等では老朽化による経年劣化及び損傷箇所が急激に増加しています。災害を未
然に防ぐため緊急性の高い箇所から改良・改修・修繕・補修等を行っていますが、すべての対応ができていないため、異常
な天然現象における災害リスクの解消ができていない状況です。対象: 飯田市が管理する道路、河川、水路、公園、

農業施設及び個人農地 異常な天然現象（時間雨量20㎜を超える降雨量若しくは24時間雨量で80㎜を超える降雨量等）により災害が発生した時は、
速やかに現地調査、被災状況の把握を行い、早期に復旧工事を行います。
30年度は、以下の災害に対する復旧工事等を行いました。
①30年4月25日　豪雨　②30年7月5日　豪雨 ③30年8月6日　豪雨　④30年9月4日　台風21号
⑤30年9月30日　台風24号

意図: 道路、河川、水路、公園、農業施設、農地の災
害復旧

市立病
院事務

市立病院介護老人保健施設 ・入所サービスにおいては、算定要件の区分が「加算型」から在宅復帰をより推進する「在宅強化型」老健へ７月に移行し、
年度末まで継続する事ができました。また、リハビリテーションの充実や施設内多職種及び市立病院や他事業所との連携強
化に取組み、施設入所利用率はほぼ昨年並みとなりました。　　・通所リハビリテーションでは予防介護にも取組み、要支援
者の積極的な受入れを行い目標を達成する事ができました。　　・地域貢献活動の一環として行っている「認知症カフェ」は毎
月１回開催でき、近隣の地域の方を対象とした「認知症サポーター養成講座」も、ゆうゆう主催にて２回開催する事ができまし
た。

対象: 入所、短期入所、通所等の利用者

意図:

295

265 災害対策事業 地震等の自然災害や諸外国からの脅威等から市民の生命と財産を守るためには、迅速且つ的確な情報収集及び情報発信
が必要です。
そのため、防災行政無線をはじめとする各種情報機器を導入するとともに、いつでも、正確に作動するよう常日頃からの維
持管理が非常に重要な業務となっています。

意図:

介護を必要とする高齢者に安全安心なケアを
提供します

281

375 市立病院介護老人保健施設運営事業 サービス収入の安定的確保のため、入所・通所利用者の安定的確保と老健本来の目的である在宅復帰支援を重点に事業
を実施しました。利用者数の確保の点では目標値に到達できませんでしたが、在宅復帰率は6ヶ月平均で30％以上を確保す
ることができ、サービス収入の確保の点では効果がありました。今後も引き続き努力します。

自然災害や危機事案による死者ゼロを目指す

対象: 市民の生命と財産 ・飯田市地域防災計画に基づき、既存の情報収集・情報提供システムの維持管理を適宜行うとともに、国・県等防災計画の
変更に伴う同計画の修正を実施しました。
・大規模災害に備え、備蓄倉庫や指定避難所となる小中学校の備蓄倉庫にある資機材維持管理業務を行いました。
・J-ALERT（全国瞬時警報システム）、CATV網やコミュニティFMを利用した情報発信ツールとの連携、資器材等の維持管理
を継続的に行いました。

×○

危機管
理室

危機管理室

297

長引く景気の低迷や変化する消費者ニーズの影響に加え、近隣民間駐車場の増加などにより、利用者数が減少傾向にあり
ます。利便性の高い駐車場運営に必要な財源を確保するため、利用データの収集分析を行い、更なる環境整備および料金
設定見直しなどの施策を実施していく必要があります。

危機管
理室

危機管理室

対象: 買い物・観光・娯楽および通勤等で旧市街地を
訪れる自動車利用者

意図: 利用者ニーズに沿った駐車場運営を行い、市
街地の活性化および違法駐車等の排除を目
指す。

348

築30年を超える施設が多く、老朽化に伴って改修修繕の必要箇所が年々増加しています。
快適な環境を提供するためにエアコンを整備しているが、それに伴って光熱水費が増大しています。教育委

員会
公民館

・21施設の貸館業務を行いました。
・施設設備の適切な維持管理を行いました。
・必要な箇所については、施設設備の改修を行いました。意図: 施設の適正な維持管理により、安全安心で快

適な学習環境を提供して社会教育の振興に努
める

349

かつて公民館だった経過や図書分館が併設され南信濃地区にとって身近な施設ですが、施設を管理する臨時職員の安定
的確保が難しい状況にあります。教育委

員会
公民館

・南信濃学習交流センターの貸し出しを行いました。
・施設の維持管理を行いました。
・図書分館としての利用提供を行いました。意図: 施設の適正な維持管理により、安全安心で快

適な学習環境を提供する

363

利用者数等が減少傾向にあります。体育協会との合同事務所となっているため、スポーツ面で青少年のニーズに沿った新
規事業を開拓していけるよう取り組んでいく必要があります。ニート・引きこもりの青少年を対象とした若者の居場所づくりな
どの新たな機能を付加した事業を展開していく必要があります。指定管理を含めた今後の施設のあり方について、検討を進
める必要があります。

教育委
員会

公民館

意図: 勤労青少年等を対象にした学習活動や余暇利
用活動を支援し、次代を担う若者の定住を促
進する。

平成30年度から指定管理者による施設運営を開始し、サービスの拡充、自主事業の実施に取り組みました。
・使用申込受付時間の拡充
・利用者向けフリーＷｉＦｉの設置
・ワールドカップパブリックビューイング　など

364

飯田市公共施設マネジメントの基本的な考え方に基づき、施設の整備方針をふまえ計画的な改修を進めます。
日常的な維持管理、定期点検を実施し、安全・安心・快適に施設を利用できるようにします。教育委

員会
文化会館

・文化会館を安全、安心、快適に利用できるよう日常的な維持管理、点検を実施しました。
・大きな施設修繕として、ホール客席及び会館棟の屋上防水工事を実施しました。
・文化会館、人形劇場、市公民館、鼎公民館の４つのホールを適切に利用できるよう、ホール業務を専門家に委託しました。意図: 文化会館、人形劇場を安定的に安全・快適な

環境で利用できるようにする。

・飯田市営駐車場の利便性を高めるとともに、経営の安定を図るため、施設管理、改修、サービス券販売、警備委託等を行
いました。

○－－－○
災害情報提供システムの維持
管理
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一般事務 ○ － × × － × －

対象: 市民

336 竹田人形館管理運営事業 糸操り人形の人形美術の素晴らしさや操る楽しさを伝え、リピーターを増やす必要があります。 一般事務 ○ － × × － × －
建物火災 ○ × × － － － －
地震等による火災の発生 ○ × － － － － ×

対象: 市民

337 川本人形美術館管理運営事業 一般事務 ○ － × × － × －
建物火災 ○ × × － － － －
地震等による火災の発生 ○ × － － － － ×

対象: 市民

一般事務 ○ － × × － × －
自動車の運転 ○ × ×
物品管理事務（薬品の使用） ○ － － － － － ×

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
フロン漏れ ○ × － × － － ×
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×
灯油流出 ○ × － － × － ×
ＬＰガス漏れ ○ × － － － － －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
フロン漏れ ○ × － × － － ×
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×
灯油流出 ○ × － － × － ×
ＬＰガス漏れ ○ × － － － － －

一般業務（施設管理） 建物火災 ○ × ×
地震による建物倒壊 ○ ×
停電 ○

施設管理業務 灯油使用 ○ × × ×
LPガス使用 ○ × × ×
太陽光発電 ○ ○ ○ ○ ○ ○
雨水利用による節水、緑化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
フロン漏れ ○ × × ×
家電の廃棄 ○ × ×
公用車の廃棄 ○ × × ×
灯油タンクの管理（灯油流出） ○ × ×
LPガスの管理（ガス漏出） ○ × ×

366

335 人形劇のまちづくり事業 人形劇フェスタでは、参加証ワッペンの販売数が減少しています。市内外への広報宣伝の方法について、検討し対策を講じ
る必要があります。また、人形劇フェスタ開催期間以外でも年間を通じて人形劇を鑑賞したり、体験できるようにする機会を
増やし、多くの市民に参加してもらう必要があります。
「人形劇フェスタ」だけでなく、保育園等への巡回公演や学校で行われる人形劇活動への支援、いいだ人形劇センターによる
人形劇講座や人形劇公演を開催し、年間を通じて、市民が人形劇を鑑賞したり、演じたり、支えたりする機会を創出しまし
た。
　H30年度は人形劇のまちが生まれて40年を記念して世界人形劇フェスティバルを開催しました。併せてAVIAMA総会、友好
都市記念事業を開催し、人形劇の世界都市・飯田の魅力を国内外に発信しました。
　伊那谷の伝統人形浄瑠璃を次代に継承するため、後継者育成の取り組みや技術向上のための研修会を行いました。

建物火災（今田人形の館、黒田
人形浄瑠璃伝承館）

文化会館 いいだ人形劇フェスタ開催事業
におけるエコ活動 ○ － ○ － － － －

○ × × － － － －
意図: 人形劇フェスタのみならず、年間を通じて人形

劇を鑑賞したり、体験したり、公演の企画運営
をおこない、人形劇を通して文化芸術を楽しみ
ます。

地震等による火災の発生（今田
人形の館、黒田人形浄瑠璃伝
承館）

○ × × － － － －

368

川本人形美術館開館10年を総括し、人形展示や補修の在り方について研究する時期に来ています。指定管理者及び川本
プロダクションと連絡を取り合い、より良い展示となるよう研究を進めます。

意図: ①人形美術の素晴らしさを鑑賞できるようにす
る。②人形劇のまちへの理解を深める。③施
設を活用した多彩な活動を実施してもらう。

367

教育委
員会

文化会館

文化会館

　自然・人文・美術に関する調査研究を行い、その成果を展覧会や講座に活用しました。研究成果は、学会での研究発表
や、学術雑誌、研究紀要、伊那谷自然史論集等の研究誌を通じて公表しました。
　調査研究及び展示充実のために必要な資料等の取得を計画的に実施しました。美術品等購入委員会に諮り作品や資料
等を購入し、市民等から寄贈・寄託を受けました。
　資料等を整理登録しデータベース化を進め、公開や閲覧に供しました。

対象: 伊那谷に存在する自然、人文、美術に関する
事象や資料

意図: ①人形美術の素晴らしさを鑑賞できるようにす
る。②人形劇のまちへの理解を深める③施設
を活用した多彩な活動を実施してもらう。

意図: 調査、研究、整理し、活用できる状態にする

教育委
員会

美術博物館
373

326 美術博物館資料調査研究・収集保管事業

松尾自治振興センター

座光寺自治振興センター

　指定管理者であるNPO動法人いいだ人形劇センターの管理運営により、施設の管理、来館者の案内、営業活動、展示替
え等を行いました。また、いいだ人形劇センターの専門性を活かした企画展や体験プログラム等を実施しました。
　地域団体と連携し、中心市街地のイベントに合せたイベントや、美術館コンサートなどを実施しました。
　川本プロダクション、指定管理者と連携し、人形の手･足など劣化の激しい部分について補修を行いました。
　指定管理の最終年度となるため、今後の管理運営について検討し、指定管理者の公募を行ました。

　通常の展示替えに加え、世界人形劇フェスティバル期間中には、竹田練場も活用して全国の伝統人形芝居を紹介する企
画展示を実施しました。また、常時糸操り人形の実演と操作体験ができる体制を整え、来館者に、静的な展示だけでなく、実
際に動く糸操り人形を楽しんでもらいました。
　銀座NAGANOや昼神温泉、台湾の高雄市歴史博物館等への出張PR公演、川本美術館での企画展示、座光寺地区の行
事と連携した展示や公演等を実施しました。
　H31年度の開館20周年に向けてむけて、記念作品の制作を開始しました。

教育委
員会

教育委
員会

下久堅自治振興センター

下久堅自治振興センター

・地域に根ざした魅力的な展覧会や教育普及など博物館活動を行っていくためには、事象や資料を地域資源化するための
継続的な調査研究が必要です。また、資料を効果的に利活用するための整理とデータベース化も必要です。
・菱田春草記念室の常設化に対応する収蔵作品や資料の増強と研究、整理が必要です。
・収蔵資料の増加に伴い、収蔵保管スペースが不足しています。
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Ｈ30年度　緊急事態特定一覧表

事業№ 事務事業名 課題認識 環境側面

部名 課名 30年度取組
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5
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著
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非
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時

緊
急

評
価
1

評
価
2

評
価
4

評
価
3

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
ガソリン・灯油の消費 ○ × － － － × －
廃棄物の発生 ○ × － － × － ×
グリーン商品の購入 ○ － － ○ － ○ －

フロン、灯油、ＬＰガス漏れ ○ × － × × × －
具合の悪い方に対する対応 ○ × － × × × －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
ガソリン・灯油の消費 ○ × － － － × －
廃棄物の発生 ○ × － － × － ×
グリーン商品の購入 ○ － － ○ － ○ －
建物火災 ○ × × － － － ×
フロン、灯油、ＬＰガス漏れ ○ × － × × × －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
ガソリン・灯油の消費 ○ × － － － × －
廃棄物の発生 ○ × － － × － ×
グリーン商品の購入 ○ － － ○ － ○ －
建物火災 ○ × × － － － ×
フロン、灯油、ＬＰガス漏れ ○ × － × × × －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・ＬＰガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
ガソリン・灯油の消費 ○ × － － － × －
廃棄物の発生 ○ × － － × － －
グリーン商品の購入 ○ － － ○ － ○ －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
河川美化活動の実施 ○ － ○ － ○ － ○
里山保全活動の実施 ○ － ○ － ○ － ○
ごみゼロ・クリーン運動の取組の展開 ○ － ○ － ○ － ○
環境家計簿による省エネ活動の推進 ○ － ○ ○ － ○ ○
芝生化・ガーデニング事業による景観整備への取組 ○ － － ○ － － ○
太陽光発電事業 ○ － － ○ － ○ ○
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×
建物火災 ○ × × － － － ×
フロン、灯油、ＬＰガス漏れ ○ × － × × × －

一般事務 紙の消費 ○ × × × × × －
廃棄物の発生 ○ × × × × × ○
電気・ガスの消費 ○ × － × － × －
灯油・ガソリンの消費 ○ × － × × × ×
庁舎緑化管理 ○ ○ － ○ ○ － －
グリーン商品の購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
建物火災 ○ × × － － － －
地震による建物倒壊 ○ × × － － － －

一般事務・施設管理 紙の消費 ○ × × × × × －
廃棄物の発生 ○ × × × × × ○
電気・ガスの消費 ○ × － × － × －
灯油・ガソリンの消費 ○ × － × × × ×
庁舎緑化管理 ○ ○ － ○ ○ － －
グリーン商品の購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
建物火災 ○ × × － － － －
地震による建物倒壊 ○ × × － － － －

伊賀良公民館施設管理事業 灯油使用（冬期間） ○ × － × － × －
ＬＰガス使用 ○ × － × － × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － × × －
敷地及び施設内の環境美化 ○ ○ － － ○○ － ○○
建物火災 ○ × ×× － － － ××
地震による建物倒壊 ○ － ×× － － － －

建物火災、工作物の倒壊等によ
る事故防止

×○ × － － － －

上久堅自治振興センター

千代自治振興センター

龍江自治振興センター

竜丘自治振興センター

三穂自治振興センター

山本自治振興センター

伊賀良自治振興センター
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伊賀良自治振興センター行政事務遂行事業 紙の消費 ○ × × × × × －
廃棄物の発生 ○ × ×× × × × ×
灯油使用（冬期間） ○ × － × － × －
ＬＰガス使用 ○ × － × － × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － × × －
ガソリンの消費 ○ × － × － × －
グリーン商品の購入 ○ － － ○ － ○ －
家電４品目の廃棄 ○ × ×× × × × －
建物火災 ○ × ×× － － － －
地震による建物倒壊 ○ － ×× － － － －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
フロン漏れ ○ × － × － － ×
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×
灯油流出 ○ × － － × － ×
建物火災 ○ × × － － － －

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気の消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
建物火災 ○ × × － － － －
灯油流出 ○ × － － × － ×
フロンの漏えい ○ × － × － － ×
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×

一般事務及び施設管理業務 紙の消費 ○ × × × × × －
電気・LPガスの消費 ○ × － × － × －
水の消費 ○ × － － － × －
施設の緑化 ○ － － ○ ○ － ○
フロン漏れ ○ × － × × － ×
雨水利用による節水、緑化 ○ × － － × － ×
LPガス漏れ ○ × － － － － －
公用車の廃棄 ○ × × － － × ×

伊賀良自治振興センター

鼎自治振興センター

上村自治振興センター

南信濃自治振興センター

8/8


